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宗 教 文 化 の 調 査 の た め の マ ル チ メ デ ィア 環 境 の 構 築

  The Construction of the Multimedia Environment

    for the Religious and Cultural Research

                          由 谷 裕 哉

は じめに

 本稿は、筆者が主 として取 り組んでいる調 査対象である宗教文化、 とくに村落レヴェル

で営まれているいわゆる民俗宗教的な事象の調査に貢献するために、パーソナル コンピュー

タを核 とす るマルチ メディア環境の構築を試みた経緯を、試論的に述べよ うとす るもので

ある。なお 、本研究は、筆者が1994～96年 度 に文部省科学研究費 一般研究(C)と して助成

を受けている 「マルチメディア環境を利用 した地方修験伝承の統合的研究」のテーマに、

沿 うものである。

 本稿の構成は、まず1で 、社会調査一般 とパーソナルコンピュータとの関係についての

近年の動向を概観 し、続 く2で 、そ うした動 向と 「マルチ メディア」 との関連、 さらに問

題 とする宗教文化の調査 との関連について、各々議論する。以上の前提的な考察を踏まえ

て、3で 、筆者が調査 した事例の中のデータを、マルチメディア環境を利用 して整理 した

経緯を紹介 ・検討 し、最後に4で 、このアプ ローチ全体の今後の展望について考察する。

1.社 会 調査 とパ ー ソナル コン ピュータ

 こ こで は、筆 者が 「宗 教文 化」 の調査 に 「マル チ メデ ィア 」 を関連 づ け よ うと した背 景

とも云え る、社 会調 査一 般 とパ ー ソナル コン ピュー タ(以 下、PCと 略)と の関連 につ い

て、近 年 の動 向 を概 観 したい と思 う。

 社会 調査 分野 へ の コン ピュー タの導入 は、 場合 に よって は最初 か らク ロス集 計 出来 る よ

うな調 査項 目を作成 した うえで多変 量 の因子 を調査 し、社 会 関係 にお け る因果 関係 を導 こ

うとす る 調査 、 いわゆ る 「定量 的 調査 」か ら始 ま った。 この分 野 で は、SASやSPSSの よ

うな汎用 統 計処理 ソフ トウエア を使 用 した調 査 報告 書や その 手法 の啓 蒙書 が、 邦語文 献 だ

けで もかな り見 られ る(例 え ば、 土田 〔1994〕)。

 一一方 、 この よ うな定 量的 一変 数的 調査へ の コ ン ピュー タ導入 とは異 な り、1980年 代 後 半

頃 か ら、 「CAQDAS」 (Computer Aided Qualitative Data Analysis)な ど と呼 ばれ る こ と

もあ る、 「質 的デ ー タ分析へ の コン ピュー タ の導入」 が、 英米 圏で きわ め て議論 を呼ぶ よ
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うにな って き て いる 。 この よ うな 方 向性 を有す る研 究 者た ち の 多 くは 、 自分 た ち の立場

(qualitative data analysis)を 「case-oriented」 と称 し、旧来 「定 量的(quantitative)」 と

称 され て き た コン ピュー タ に親和 的 な調 査 ア プ ローチ を 、variable-orientedと して対 立 的

に位 置付 ける よ うにな って きた。1)

 要 す る に、 二つ の対照 的 な 調査 の ス タン ス を この よ うに位置 付 ける こ とは、CAQDAS

と云 う新 しい社 会 調査 の動 向が 、社会 関係 を 決 して 諸変数 の 因果 の束 とは 見ない 、 とい う

こ との決 意表 明の よ うな もの で あろ う。 しか も、そ うで あ るか らとい って、 主観的 な と云

うか 、独 善的 な方法 で対 象(質 的 デー タ)に ア プ ローチす るので はな く、何 らか の科学 的

な方 法 を この種 の調 査 に確立 しよ う、 とい う意思 を宣言 して い るよ うで もあ る。

 この よ うに 、彼 らが徹 底的 に事例 志 向にな る こ とに よって、 つ ま り、 いわゆ るエ ス ノ グ

ラ フィ ックな記 述2)を 貫 徹 し よ うとす る こ とが、 ど うや ら、 コン ピュー タ を質 的調査 デ ー

タに導 入す る濫膓 にあ った よ うな のであ る。 とい うの は、 エス ノ グラ フィの基礎 資料 とな

るイ ン タヴ ュー ・デ ー タに恣意 的な 改変 な ど を出来 るだ け加 えず に、 特定 の場所 に全 体 を

保持 し、かつ瞬 時 に個 々のデー タを検索で き るよ うにする ため に、 「量 に強 い」 コンピュー

タ が 当 初 は 要 請 され た 、 と す る 見 解 が あ る か ら で あ る(Weaver and Atkinson

1994,pp.10-17) o

 ところが、 言説 とい うデ ー タは、語用 論(言 語 行 為論)の 研 究や エ ス ノ メソ ドロジー 、

あ るい は脱構 築 の哲学 者J.Derridaの 「代 補(suppl駑ent)」 概念 な どが我 々 に教 えた よ

うに、 テキス トー コンテ キス ト関係 、また狭 い文脈 を離れ た テキス ト相互の関連 な どに よ っ

て、 その個 々の断 片が流 動的 な意 味 を帯 び る よ うな タイ プのデ ー タで あ り、 同時 に、注 記

的な 言説 な どの場合 の よ うに、必ず しも線的 な構 造 を有 しな い場合 もあ りうる、デ ー タ で

あ る。

 こ う した点が 、実 は コン ピュー タ研究 の 中 で も、似 た よ うな テ キス ト概 念 と して 、提 唱

され て い た の で あ る。 す な わ ち 、 コ ン ピュ ー タ ・テ ク ノ ロジ ー の 研 究 者Ted(Thodor)

Nelsonが 、1965年 に提 唱 した 「ハイ パーテ キ ス ト」 概念 が それ であ り、そ こで は、全 て の

文 章(テ キス ト)が 相互参 照 出来 る よ うな、 非 線型 の システ ムが 念頭 に置 かれ てい た。 こ

の概 念 は 、ネ ル ソ ンが構 想 した、 ザ ナ ドウ(Xanadu)と い う、 今 でい う電 子 図 書館 を 巨

大 に した よ うな プ ロジ ェク トの 中で 、提唱 され た ので ある3)。

 もっ とも、通常 コン ピュー タ研 究 の歴 史を 遡 及す る場合 、 ネル ソンに よるハイ パー テ キ

ス トの 提 唱 に先 立 っ て、 戦 時 中の 米軍 の科 学 者 で あ っ たVannevar Bushの 「メメ ック ス

(Memex)」 とい うアイデ ィア 、 それ を後 に発展 させ たDouglas Engelbartの 、1960年 代に お

ける 「オ ー グ メン ト(NLS/Augment)」 とい うアイ デ ィア を、そ の源 流 に比 定す るこ とが 一一

般的 で あ る4)。 彼 らは、技 術 革新 に よ って 新 た な能 力が 負 荷 され てい くコ ン ピュー タで は

な く、 人間 の思考 を まね るよ うな 、あ るい は 人間 と対 話で き る よ うな コン ピュー タを構 想

して い た。 現 在 も活 躍す るエ ンゲル バ ー ドは 、 コ ンピュー タ のイ ンター フ ェース開 発に 大
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きな業績 を残 し、マ ウスや マ ルチ ・ウィ ン ドウの原型 の よ うな もの を開発 した5)。

 彼 らの提 唱 以 降、 日本 で もよ く知 られ てい る、ア ップル 社(当 時)のBill Atkinsonに よ

る 「ハ イパ ーカ ー ド」 (1987年 ～)を は じめ 、具体 的な ハイ パー テキ ス トの開発 と製 品 化

が 、行 なわれ るよ うにな って きた。 おそ ら くそれ を踏 まえて 、単 にテ キス トデ ー タの 相 互

参 照だ けで はな く、テ キ ス ト以外 のデ ー タ も含 む、 全て の シンボル の相 互参照 を可 能 にす

る理 念的 な システ ム と して 、1980年 代 後半 頃 か ら、 「ハイ パ ー メデ ィア」 とい う用 語が 一

般的 にな って きた(浜 野 〔1990,151～166頁 〕 、西 垣 〔1994,44～48頁 〕、 参照)。

 この よ うに 、1980年 代後 半 頃か らの 、 コ ン ピュー タを 質 的デ ー タ分 析 へ と導入 しよ う

(いわ ゆ るCAQDAS)と い う英米 圏で の一一動 向 は、 (もち ろ ん 当初は 完 全 に文 書テ キ ス

ト的な デー タに限定 され ては いたが)調 査 され た 素デ ー タの個 々を一種 の ハイパ ーテ キ ス

ト的な もの と見 る発想 を前提 と してい た よ うに思わ れ、 そ の結 果 、そ う した質的 デー タ を

コン ピュー タ を使用 して分析 す る とい うハイ パ ー メデ ィア 的 な操作 こそ を コン ピュー タ に

要請 してい た、 と位置付 ける こ とが 可能で あ ろ う。

2.マ ルチメディアと宗教文化の調査

 それでは、そのハイパーテキス ト/ハ イパ ーメディア とい う概念 と、本稿の主題であ る
「マル チ メデ ィア」 との関わ りは何か 、またそれ と、本 稿のも う一 つの主テーマであ る

「宗教文化の調査」 とが どう関連 して くるのか、を以下考察 したい。

(1)マ ルチメディアとは

 さて、 「マルチメディア」 とい う概念であるが、近年、とくに 日本では1994年 頃か ら、

巷間で 「マルチメディア」が話題 となる時、次の二方向のようなビジネス主体の捉え方 に

限定 しても、 さしつかえないであろう。

 す なわ ち、一 方で は、 例 え ばCD-ROMソ フ トの よ うな、 P Cで 使用 でき る映 像 ・音 楽

関係 ソフ トウエア に関 して、他 方で は、例 え ば 「情報 スーパ ー ハイ ウ ェイ」 や 「ビデ オ ・

オ ン ・デ マ ン ド」 の よ うな、 光 ファイ バーな どに よる通 信ネ ッ トワー クに 関 して 、 とい っ

た注 目の仕 方で あ る。 な お、 この 二つ の方 向の他 、1980年 代 の ニュー メデ ィア ・ブー ム な

どと比較 して の特徴 と して 、コ ミュニケ ー シ ョンの 形態に関 す る双 方 向性(イ ン タラ クテ ィ

ヴィテ ィ)と い うことも しば しば問題に され るよ うだ が、 これ は どち らか といえば コン ピュー

タ(ネ ッ トワー ク上 の端末)に 付随す る特 徴 な ので一 つ ま りニ ュー メデ ィア も双 方 向的

で はあ ったが 、端 末機 器の機 能 が貧弱 す ぎた ためそれ を充分強 調で きなか った  、本 稿

で はマル チ メデ ィアの特 徴 とは 見な さない こ とにす る。

 上記 の二方 向か らの関 心 は、 しか しなが ら、 マルチ メデ ィア とい う用 語 のあ る本質的 な

部分 を捉 えてい る と思 われ る。 つ ま り、 マル チメデ ィア とい う用語 は、…般 に 、 コン ピュー

タが 旧来か ら扱 って きた 文字 テキ ス トや グラ フ ィ ックスの よ うな メデ ィアだ けで な く、 音
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や映 像 の よ うな多 様な メデ ィア を扱 え るよ うに な って きた こ とを意 味す るか らで(江 崎 ・

金子1993,3～5頁)、CD-ROMソ フ トも情報 スーパ ーハイ ウェイ も、そ の よ うな 多様 な メ

デ ィア に対応す る ものだ か らで あ る。 そ う した 意味 では 、巷 の 「マルチ メデ ィア本 」 で 、

「感 性 」 と云 う側面 か らマ ル チ メデ ィア を捉 え る もの が しば しば見 られ る こ とも(西 垣

〔1994,14～35頁 〕な ど)、 妥 当な こ とと思 える。

 さて、 こ う した と くに 目 と耳 に訴 えか ける メデ ィア を コン ピュー タで 扱 える よ うに な っ

た と云 うこ とは、 技術 的に は、 それ ら本来 ア ナ ログなデ ー タを、デ ィ ジタル に変換 す る 技

術 の進歩 に 由来 す る、 とい うこ とにな る。 とくに、 映像 に関 して は、CD-ROMで 使わ れ

るよ うな 画像 圧縮 と伸張 とい うテ クノ ロジ ー と、 「MPEG」 の よ うなそ の共通 規格 の登 場

が、 前提 に あ った6)こ とは云 うまで もな い 。 もち ろん、 さ らにそ の背景 に は、1990年 代 に

入 って32bitのCPU(central processing unit:コ ン ピュー タ本体 の 中心 とな るチ ップ)搭 載

のPCが 一般 化 した こ と、 またOS(operating system:コ ン ピュー タを動 かす基 本 ソ フ トウ

エア)供 給者 側で も、 ア ップル社 のQuick Timeの ような、 ヴィデオ信号 入 力の ためのデ ヴァ

イ スを90年 代 初頭 に整 えた こ とが関係 して いた。

 要す るに、 「マ ルチ メデ ィア」 とは、1940年 代 ～80年 代 とい う時代 的制 約か ら、 (少 な

く とも民 生用 の ハ ー ドウエア や ソフ トウエア と して は7))理 念 的 な ものに 留 らざるを え な

か った 「ハイ パー メデ ィア」 の思 想 を、近年 のデ ィジ タル 技術 の革新 に よ って実現 した も

ので あ る とも、 また、 ビジネ ス 向 けに映像 と音 楽の よ うな 分か りやす い利 点 を と くに強 調

した もの とも、評価 す る こ とが 可能で あ ろ う。

 この よ うに、ハイ パ ー メデ ィア とマ ルチ メデ ィア とは、 そ の用 語 の登場 した時代 背景 や

経緯 がか な り異な るた め、全 く次元 の異な る 用語 の よ うに思 え るが 、必ず しもそ うで は な

いの で ある。 両者 とも、非線 型的 な構 造 を有 す る メデ ィア と想 定 され て お り、 それ ゆ え そ

の処理 に際 しては 、デ ー タの全体 を瞬 時 に見 るこ とが 出来 る のが望 ま しい と共 に、 あ る 部

分 とそれが 含 まれ る文脈 との対応 も、 即座 に検索 出来 る ことが 望 まれ る。

 マ ルチ メデ ィア を、 この よ うに、ハ イパ ー メデ ィア の ある方 向で の具現 化、 と位 置付 け

てお くこ とは、の ちに マルチ メデ ィア 環境 の 質的 調査 デ ー タへ の適用 を考 える うえで も 有

効で あ ろ う。

(2)マ ル チ メデ ィア環 境 と宗教 文化 の調査

 以 上の ように、PC周 辺 のマルチ メデ ィア 環境 とは、視 覚 ・聴覚 の関 わるアナ ログ ・デ ー

タを、 コ ンピ ュー タで処 理 し慣れ て いるデ ィ ジタル ・デ ー タに瞬時 に変換 して コン ピュ ー

タ内部で 高速 に処理 し、 (場合 に よ って は)さ らにア ナ ログ に再変換 して示す よ うなPC

本体 と周辺 機 器、 そ して関連 ソフ トウエア との総 体 を意味 す る ものであ る、 と位置 付 け ら

れ る。そ うで あ る とすれ ば 、 この よ うなマ ル チ メデ ィア環 境 を研究 者個 人が整 え る こ とに

よ って 、 「調 査」 にお いて収 拾 した映 像や 音 な どのア ナ ログ ・デ ータ を、 コン ピュー タ に

取 り込 む こ とが 出来、 それ らの デー タを ゴン ピュー タ上で 統合 的 に分 析 し うる、 とい う利
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点が生 じると思われる。

 実際、民俗宗 教的な事象は、目と耳に訴えかけるシンボル に溢れている とされる8)こ と

が多 く、決 して コンピュータにおけるマルチ メディア環境での分析に不向きな対象ではな

い、 と考えられるのである。それでは、村落 レヴェルでの宗教文化を調査する際、 こうし

たマルチメディア環境での利用に関わ って くる、 どのようなデータの種類が考えられるだ

ろ うか。

 ここでは、議論の都合上、教団的な対象、例 えば信者な どにアンケー ト調査するよ うな

場合を除きたい と思 う。つま り、いわゆる民俗調査に近い調査を した時に得 られるデー タ

とメディアについて、考 えることにす ると  、

  ① 一般的な聞書データ、 メディア としてはカセ ッ トやノー トなどに記録

  ② 儀礼 ・祭礼や芸能などの音曲、 メディア としてはカセ ッ トなどに記録

  ③ 宗教事象 などに関する縁起 ・教 義や、村 の歴史な どに関 して記 されたデー タ、 メ

  ディァ としては文書 の形に保存 されてい るものを、 コピー して くるとか購入す る と

  か貰 ってくる

  ④ 儀礼 ・祭礼や芸能などの映像記録、 メデ ィア としてはスチルフィルムや ヴィデオ

  に記録

とい うよ うに、大凡分類出来るのではないろ うか。

 そこで、これ ら四パターンのデータと、いわゆるマルチ メディア環境 との親和性 につい

て、以下簡単に検討することに したい(な お 、 日本語化されていないアプ リケーシ ョン ・

ソフ トウエアの多 く、また全てのハー ドウエアについてチ ェックすることが土台不可能 な

ため、必ず しも断定的な記述ができない ことを付記 してお く)。

 まず① と②の うち、音的 ・聴覚的なデータに関 しては、それ らの一次資料を、現在のP

C環 境 にそのまま取 り込むこ とは、今の所かな り制約が多い。すなわち、 これ ら人の声や

音楽など、カセ ットに録音 されるようなデー タに関 しては、 (ハー ドウエアによりかな り

異なるものの)ハ ー ドディスクやMO(光 磁気)デ ィ スクにレコーディ ングするとい う形

で、ディジタル化 も全 く不可能ではない。 しか し、それ をASCI Iの ようないわゆ るテキ ス

トデータに変換することが、今の所ほ とん ど不可能なため、カセ ッ トテープに録音 した の

と使 い勝手があま り変わ らないだ けでな く、ハー ドディスクな どの大きな容量を費やす分、

金銭的にむ しろ無駄な浪費 となって しま う9)。

 もちろん、聴覚データに関 しては逆に、MIDIデ ータか ら音楽を作 り出せること10)は、

周知であろう。また、テキス トデータを人工的な音声に変換 させるようなソフ トウエア も、

既に存在 しているらしいので、ディジタル→アナ ログとい う方向の変換は実用化 してい る

ことになる。 とはい うものの、 ここで問題に している調査には、そ うしたテクノ ロジーが

役立たないのは、云 うまで もない。

 以上のよ うに、聴覚的なデータを守備範囲か ら除いて しま うと、現時点で 「調査デー タ
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のマルチメデ ィア環境での利用」 と言えば、結局の所③ の文書データの内の一部 と、④ の

映像データ、それに①の調査ノー トのよ うな 、データとして③の文書データと同 じタイ プ

の ものに、限定 されることになる。 これ らの データは、全て可視的なメディアに相 当し、

巷の 「マルチメディア本」で、ほ とん どの議 論が映像 メディアに集中 していることとも、

対応 しているように思われ る。

 もっとも、さらに これ らの うち、メディア の形態 として紙媒体のもの とも云える、文書

データと静止画像データも、PC環 境への入 力にスキャナー とい う労力 と時間を要す る機

器を使 うとい う意味では、現時点での技術的な限界を共有するように思われる。

すなわち、まず、資料などの文書データの方は、スキャナー とOCRソ フ トウエアを使 っ

てPC環 境に読み込めば、テキス ト・ファイルに変換 して保持することが、原則的には可

能である。 しか し、多様な漢字を認識 して 日本語テキス トに変換 しなければな らない 日本

語OCRの 場合、欧文OCRの ような早 くて比較的正確な認識 と比べる と、活字化され た

普通の文章を対象 とす る場合で も、まだまだ実用の域に至るまで時間がかかる、 とい う印

象を、筆者は体験的に持っている。

 しか も、ル ビや返 り点がついた り、横文字が入って縦書き ・横書きが混在 した りす ると、

まるで対応できな くな る場合があるので、注記や横文字の入 りが ちな学術論文(事 例 とす

る宗教事象に言及する文献)や 、和製漢文で書かれた仏教教義書など、宗教文化調査の基

本 となるような文書データに、今の所安心 して利用できない。

 次に、絵や写真のプ リン トの ような静止画像や手書きの文書などは、スキャナーに添付

されているスキャニング ・ソフ トウエアに よ り、 rPIcrフ ァイル」の よ うな画 像デー タ

としてPC環 境で 利用できる。 もっとも、 PICTフ ァイルなど として記録 された ものはき

わめて大きな ファイル となるので、ハー ドディスクやMOデ ィスクに記録 された全ファイ

ルをすばや く検索できるような、いわば 「画像データベース」をどう構築 しうるか、 とい

う問題が残 るだろ う。 こうしたデータベース的処理がスムーズにいかない とすれば、わ ざ

わざPC環 境に入力 しないで、手作業で写真や メモを机や地面などに適宜並べた方が後 の

分析に役立つ、 とい うことにな りかねない11)。

 以上のような消去法の結果、 「マルチメデ ィア環境」での 当該調査の促進に今の所最 も

有効 と思えるテクノロジーは、その手順 自体が比較的一般的に試み られているため安心 し

て作業を行なえる、次に検討す るヴィデオな ど動画像の処理に絞られることにな って くる。

3.ヴ ィデオ映像データのPCで の利用

 そこで、 ここでは動画像の扱いについて、筆者の調査 データに自身の現時点(1995年9

月)で のPC環 境を適用 した例を、述べたい と思 う。なお、その使用映像データは、本年

8月23～24日 に石川県輪島市重蔵神社の夏期例祭 として行なわれた、通称 「輪島大祭」の、
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筆 者 自身 の撮影 に よる ヴィデオ 映像 で あ る。 と くに その祭 礼の うち、柱松 明 の形態 や それ

に関係 す る儀 礼 の要 素 に、修験 道 の影響 が あ る とされ るため調査 した もので あ る。

 まず 、一般 論 として この種デ ー タのPC環 境へ の入 力は、 ヴィデ オ ・デ ッキあ るい は ヴィ

デオ ・カ メ ラか ら、PCに 適宜 敷設 した映像 キ ャプチ ャ ー ・ボ ー ド12)とそれ に対応す る ソ

フ トウエア 経 由で、 ア ップル 社や マイ ク ロソフ ト社 の よ うなOSメ ー カ ーが供 給 す る映 像

対応デ ヴァイ ス ・ドラ イ ヴ ァ13)と して の、Quick Time(Macintosh用)ま た はVideo for

Windows(MS-Windows3.1用 、以 下VFWと 略)に よ り、 P C内 でデ ィ ジタル ・デ ー タ と

して保 持 一処理 す るこ とが可能で あ る。音 声 も、 (ハ ー ドウエアに よ り千差 万 別であ るが)

比 較的 新 しいハ ー ドウエア で は、ボ ー ド増 設 な どをすれ ば概 ね 同期が 可能 とされ て い る。

 以下 、Quick TimeとVFW両 者 の使 用例 につ い て、概 観す る。

(1)MacintoshとQuick Time2.0で の ヴィデオ 映像利 用 の手順

 Quick Timeで のヴ ィデ オ映 像 の取 り扱 い は、後 に述べ るVFWで のそ れ に比べ て、 か な

り簡単 な うえ、画 質 も(現 時点 で は)上 回 って いる。ま た、Macintosh(以 下、 Macと 略)

で は、PCM音 源ボ ー ドな どの増 設 を しな くて もサ ウン ド入 力が 可能だ が(た だ し、 AVタ

イ プ以前 のMacは 、マ イ ク ロフォ ン入力 のみ)、 ここで はVFWと の比較 とい うこ とで 、映

像 のみ入 力 の例で示 したい。

 筆 者 のデ スク トップ のMacは 、 Centris610と い う2年 強 ほ ど前 のハ ー ドウエア で 、 もち ろ

んPower PCが 搭 載 され た最 新 の もの とは異 な るが 、 OSは 、 最新 の 「漢 字Talk 7.5.1」 を 新

た に導入 して い る。 した が って、 バ ン ドル され て い るQuick Timeは 、2.0で あ る。 敷設 し

て い るキ ャプ チ ャー ・ボ ー ドは 、イ ン タ ウエ ア 社 の 「PicPom」 とい う割 合 一般 的 な製 品

で 、ステ レオ 入 力端 子 もつ いた もので あ る。

 入 力手順 は 、 まず 、 キャプ チ ャー ・ソフ トウエ ア を立 ち上 げ、画 面サイ ズ と1秒 毎 の映

像 コマ 数 の値(fps:frame per second)、 な どを設 定す る。 Quick Time 2.0で は 、640x480

ドッ トとい うフ ル スク リー ンで 、30fpsと い う通 常の ヴ ィデ オ映像 と同 じfps値 に も対応 し

て いる とい うこ とだ が、 筆 者所 有のMacが かな り古 く、 また今 の所MOデ ィ スク ・ドライ

ヴを持 って お らず大 容 量 フ ァイル の記 録が 不 可能 な た め、 と りあ えず320x240ド ッ トで 、

fpsを 最適 、 と設定す る(最 適fps値 とは、 CPUの 能 力 に応 じて適 宜30fpsか ら下 げ る由)。

 設定 の後 、 ヴ ィデ オ ・カ メラ(ま た はデ ッキ)の 方 を再 生にす れ ば、す ぐキ ャプ チ ャ ー

が可能 とな る。 キ ャプチ ャー とは、 再生 され て いる映 像の どこか らど こまで をPC側 で 取

り込ん で保 存す るか 、マ ウス を ク リック して 指示す る こ とであ る。 キャプ チャ ー後 、再 生

して思 った 通 りの箇所 で あれ ば 、適 宜 名前 をつ けて保 存す る。

 続 いて、そ のファイル を読み込み たいQuick Time対 応 のアプ リケー シ ョンを立 ち上 げて 、

「ム ー ビー取 り込み」な どの指 示 をする と、先程 フ ァイル と して保存 したばか りの映像 が、

す ぐ取 り込 め る。 図1は 、 クラ リス 社 の 「フ ァイル メー カーPro 2.1」 とい うカ ー ド型 デ ー

タベ ー スに 取 り込んだ もの であ るが 、MS-Windowsで は保 存 した映像 をア プ リケー シ ョン
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に読み込むまで何段階か必要なの と比べて、 この簡単 さはあっけない位である。

図1

輪島大祭

付

所

日

場

1995.8.23 日寺亥り 116:32一=
儀礼についてのコメン ト 松明起式(神 職の修祓):神 職が、川尻地
           区の柱松明の笠の部分の頂上に、ヨナ(小           さな笠)をとり

つけた後、修祓している。
           氏子は後方で整列。なお、ヨナは、当地で           贋

の緒を意味し、先に起こされた宮ノ下地
           区の柱松明には付けられない。

映像ソース

   映像

Hi8VTR 'ニ ーTR3000

(2)MS-WindowsとVFW1.1ラ ンタイム版 で の ヴィデ オ映像 利用 手順

 次 に 、 日本 電 気 のPC-9801を ハ ー ド本 体 と して 、 日電 版MS-Windows3.1とVFWI」 ラ ン

タイ ム(再 生オ ン リー)版 で ヴ ィデ オ映像 を利用 す る 手順 を、同 じソースの例 で示 す。 敷

設 してい るキ ャ プチ ャー ・ボー ドは 、 アイ ・オ ー ・デ ー タ社 の 「GI-98」 とい う、 日電 用

には一 般 的な 製品 で 、 こち らはMac用 の 「PicPom」 と違 い音 声 入 力 には対 応 して い ない

(PCM音 源ボ ー ドを さ らに増 設すれ ば 、 VFWに よ り 音と映 像 の同期 が可 能 とな る) 。

 また 、現 在 筆 者のデ ス ク トップでMS-Windowsを 走 らせ て いる 日電 製ハ ー ドウエ アは 、

3年 強 ほど 前の 製品(PC-9801FA)で 、 ODP(オ ー ヴ ァー ドライ ヴ ・プ ロセ ッサ)を 増 設
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して486DX約32MHzのCPU性 能 に し、ハ ー ドデ ィ スクの他 、230メ ガ対応 のMOデ ィ スク ・

ドライ ヴを敷設 してい る。 もちろん 、イ ン テル社 のPentium(486DXで66MHz以 上)と い

うCPU搭 載 の最 近の 機 種 と比べ る と、 ODPを つ けて もかな り古 臭 いハ ー ドウエ ア で あ る

こ とは否 め な いが、OS環 境 に 関 しては マ イ ク ロソ フ ト社 純 正 の環 境 とほ とん ど変 わ らな

い14)。

 入 力手順 は 、 まず 、MS-Windowsの 「プ ログラム ・マネ ー ジャ」画 面か らキ ャプチ ャー ・

ボ ー ド用 の ソフ トウエ ア を立 ち上 げ、Macの 場 合 と同様、 画面 サイ ズ とfps値 な どを設定す

る。 こ こで は、320x240ド ッ トを15fpsで キ ャプ チ ャーす る、 とい う設定 にす る。

 筆 者 のWindows画 面 が ハイ レゾ、つ ま り1024x768ド ッ ト対応 であ るた め 、320x240は 画

面の約1/9弱 とな って しま うが 、キ ャ プチ ャー の実際 上 はそれ程 問題 な い よ うに思 う(も っ

と も、 この ソフ トウエア で は、CPU性 能 が さ らに上 のハー ドウ エア で も、640x480と い う

フル ス ク リー ン ・サイ ズで の 再生 は不 可能 な 由)。 一方 、15fpsと い うの も、筆 者 のPC-98

で は これ 以 上の数 値が 出せ ないか らだ が、 実質的 に は、先 に述 べ たMacの ケー ス とあ ま り

変わ らな い よ うに見 える。

 ただ し、筆 者のPG98の 画像 処 理 上の 問 題 と して、 Windows用 のグ ラ フィ ック ・ア ク セ

ラレー タ ・ボ ー ドが256色 の発 色、 つ ま り8ビ ッ トとい う制 限が あ るため 、再生 した映像 の

画質 は、 場 合 に よって16ビ ッ ト(約32000色)か ら24ビ ッ ト(約1670万 色)に な るMacよ

り、 かな り落 ち る もの とな って しま うの が、 難点 で ある。

 それ は ともか く、 以上 の設定 の うえで ヴ ィ デオ を再 生 して適宜 キ ャプチ ャ ー し、 必要 な

キャプチ ャー済 み映像 を 「*.AVI」 ファイル として、 MOデ ィス クに保存す る ことに した。

これ は、Macの よ うに 内 部 メモ リーに一 時保 存、 とい う初期 設定 に はな ってお らず 、保 存

時 に適 宜 ドライ ヴ を選 べ る よ うにな って い るか らであ る。

 以下 、MS-Windows内 部 の ソ フ トウ エア的 な処 理 にな り、 「ア クセ サ リ」 (VFWパ ッ

ケ ー ジ版 で は、 生成 され た 「Video for Windows 1.1」 とい うウィン ドウ内15))の 「メデ ィ

ァ ・プ レイヤ ー」 で キャプ チ ャー済の 映像 ファイル 「*.AVI」 を再 生 し、確 認す る。

 続 い て、MS-WindowsのOLE(object linking and embedding)処 理 をす るため 、メデ ィア ・

プ レイヤ ーか ら、 映像 フ ァイ ル 「*.AVI」 を 「ク リップ ボー ド」 に コ ピー し、 「*.CLP」

ファイル と して保持 す る。

 最 後 に、OLE対 応 のWindowsア プ リケ ー シ ョン を 立ち 上 げ 、オ ブ ジ ェ ク トと して の

「* .CLP」 を、 適宜埋 め込む。 図2は 、マ イ ク ロソ フ ト社 の 「ア クセ ス2 .0」 とい う リレー

シ ョナ ル型 デ ー タベ ー ス ・ソフ トウエア に、 埋 め込んだ 例 であ る。な お、 この 手順が 若 干

面 倒だ し、 ク ライア ン ト(オ ブ ジェク トのOLE処 理 を され る、つ ま りembedな どを され る

方)と な るア プ リケー シ ョンに よって は うま くいか な い こ ともあ る よ うだが 、 ク リップ ・

ボ ー ドの段 階で 再生 可能 に して お けば、ア プ リケ ー シ ョンの側 か らも映 像 の再生 が 可能 と

な る。
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図2

萎燕 騰 、.
       寒欝      翻 ・  懸ま繭'ヨ;

撒  ぎ川尻地i罫   囎 ソ構 舗謂'

儀糺の議明=  松明起式(松 明起 こし):川 尻の柱松明の、笠の部分の最後       'の組立(ヨ ナの取り付け)を 神職が行ない、修祓 し、氏子代

        表の柏手と全員の拝礼の後、氏子たちが三本の綱をひいて松
        明を起こす。中心になるのは、厄年の氏子。       糞

壊像 二

(3)両OSと デ ヴ ァイ スの比 較

 以hの 実践例 の 暫定的 な ま とめ と して、 両OSと デ ヴァイ ス ・ドライ ヴ ァな どにつ いて、

当該調 査へ の利用 に際 しての使 い勝 手 とい う観点 に絞 って 、簡 単に比 較 してお きた い。

 まず 指 摘出来 る ことは、操作性 、再生 画面 の質(こ れは 、両 デヴァイ スの差 とい うよ り、

Macと 日電 の画像処 理能 力 の差だ ろ うが)、 それ にMS-Windows特 有のOLE処 理 が かな り

面倒 な こ とな ど、MacとQuick Timeに 一日の長が あ るの は否 め ない。 この 理 由は、1991年

6月 に、Macの 新 しいOSで あ るSystem7に バ ン ドル され たQuick Timeの 方が 、92年 前半 に

登 場 したMS-Windows3.0の 「マル チ メデ ィア ・エ ク ステ ン シ ョン(MME)」 対応 と して 、

同年11月 に出 され たVFWよ り、やや 登場が 早か った こと、 それ に、 Macが8(均 三代か ら既 に、

フル カラー表 示や サ ウ ン ド処 理 を志 向 して いた こ とも、 関係 して いる と思 われ る。

 しか し、 動画像 、場 合に よっては静[F画 像 が埋 め込 まれ た 、デ ー タベ ー スな どク ライ ア

ン ト ・アプ リケー シ ョンの側 か ら見れ ば 、図1と 図2の1両 デー タベ ースの 画 面か らも うか が

え るよ うに 、今 の時 点で 出来 る こ とは、 両者 ともほ とん ど変わ らない。 もちろん、 この 二
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つのデータベース ・アプ リケーションは、 リレーショナル型でない もの とリレーシ ョナル

型の もの と云 う、全 く対照的な性格を有 して いるため、使い勝手は当然かな り異なるが、

あくまで、 ヴィデオ映像データの取 り込み と再生 とい う機能に絞 った場合、類似 した使 い

勝手になるとい う意味である。

 もっとも、この両者の類似性 とい う位置付 けは、 どちらに して もオ リジナルのアナ ログ

画像か ら相当劣化 したものに しかな らない、 とい う諦めの印象のせい とも云える。本来 ア

ナ ログな画像を圧縮 してディジタルに変換す るとい う、この種 「マルチ メディア」テクノ

ロジーに関 しては、今後の技術進歩によってその限界を解消できるとする楽観論 もある し

(西垣1994)、 また音声のディジタル録音器(DATな ど)に やや遅れて映像(写 真 ・動

画)も ディジタル ・カメラが登場 してきてい るが、今後PC上 で現在のヴィデオ映像 と同

程度の量 と質のソースを管理できるようにな るか どうかは、現時点では不明であろ う。

4.今 後 の展望

 以上の実践例は、データベース ・アプ リケ ーションに映像データの一部 を取 り込んだ例

を示 しは したものの、いまだ ヴィデオ映像のPC環 境への導入 とい う地点に留 ってお り、

本格的なソフ トウエア的処理はこれか らの課題 とな って くる。そこで、前節のような技術

的問題か ら少 し離れて、ヴィデオ映像のよ うなマルチメディア ・データをPC環 境で処理
一分析することに関 しての今後の展望を

、最後に簡単に述べておきたい と思 う。

 まず、ヴィデオ ・カメラを使用 して祭 りな どの調査をする、 とい う本質的な問題に関 し

て。すなわ ち、この種タイプの 「マルチ メデ ィア」データを利用 して祭 りなどを調査す る

目的は、調査後のデータ整理に際 して、出来 るだけ調査者の恣意性 ・主観性を排 し、執行

の文脈 にヨリ接近 しうるため、だ と一応考え られる。そうであるとすれば、そのためのソー

ス として、旧来的な 「メモ+写 真+(場 合に よっては)カ セ ッ トテープ」 と比べて、今回

試みた 「ヴィデオのみ」は、果た して ヨリ有効なのだろ うか、とい う問題が生 じて くるの

ではないか。なお、ここで 「ヴィデオのみ」 としたのは、ヴィデオ ・カメラを回 して儀 礼

を追いかけると、写真の時ほどメモをとる暇がないか らである。

 マルチメディアを利用 した情報整理術、的 な議論では、ヴィデオ(と くに8ミ リ ・ヴィ

デオ)が 、写真や カセ ッ トよ り圧倒 的に有効だ、など とするもの もあるが(山 根1994 ,82
～127頁) 、PC環 境に導入された調査デー タとしては、ヴィデオ映像の優位 は絶対的 と

は云えないよ うに思 う。 とい うのは、今回例 として示 した ような 「ヴィデオのみ」デー タ

の場合、現時点でのデータ処理環境では、例 えば、儀礼の最 も細かい単位毎の動画像を、

データベース1枚 ずつに埋め込んだ形(図1、2)で 、祭礼の全過程 を記録 した として も、

それ らを瞬時に検索す ることも、全体を概観す ることも、共に不可能だか らである(も ち

ろん、映像やサ ウン ド以外の、テキス トや数 字データのみの項目は、表形式で 一度に概 観
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することも、適宜検索することも可能)。 つ まり、ネルソンのザナ ドウ計画のマルチメディ

ア版のよ うな 「映像データベース」、にはほど遠い処理環境なのである16)。

 これ は、先に静止画像のPC環 境への入力 についての制限事項 としてあげた もの と、一

見同じよ うな問題にも見えるが、 ヴィデオの場合、 さらに困難 さが上乗せ され るような の

である。っまり、静止画像の場合、写真とメモを手作業で平面に並べ るような、二次元的

一空間的なデータ整理 に対 し、PC環 境に入力され た静止画像(PICTフ ァイル など)で

それに近いことを実現出来ないのは、単に現 在のテクノロジーの限界に よるもの と考え ら

れ るか らである。

 それに対 しヴィデオ映像の場合は、サ ウン ドと同様線的一時間的 なデータとい う側面 を

持 っているため、上記 「デー タベース」のあ る一枚を検索 して も、それをヴィデオ ・デ ッ

キのメタファー と同 じよ うな仕方で再生(ま たは早送 り)し なければ、そ こに収められ た

映像の全てを見る(ま たは、サ ウン ドを聞 く)こ とは出来ないのである。 したがって、祭

礼を時間軸に沿 って細分化 してゆ くや り方で このよ うなデー タベース化作業を行な うこ と

は、ヴィデオの撮影が、既に祭礼の一部を撮影者の観点で短縮 一編集 して記録 しているの

と同 じことを、 さらに撮影済テープに対 して 、デスク トップ ・メタファーで行な うことに

なるのである。

 このことか ら、 こうした線的な性格 を有す るマルチメディア ・データが、線的な もの を

解体 して整理 してゆ くとも考えられるデータベースとい うメディア17)と、ど う共存 してゆ

けるかについて、今後の課題としてあらためて考察 してゆ く必要があるだろ う。あるいは、

本稿の開口部で概観 したよ うに、いわゆるCAQDASの 契機 とな ったハイパーテキス ト/

ハイパーメディア とい うコンピュータに期待 された機能が、線的な構造を解体 してゆ く方

向を持つ と考え られていたこ ととも、 これは対応する問題なのか もしれない。

 さらに、別の問題も考えられ る。それは、 このような環境での研究の結果、プレゼ ンテー

ションをどうした ら良いか、 とい う問題であ る。例えば、本稿で使用 した図は、いずれ も

白黒で300dpiの レーザープ リンターで出力した静止画像であ るが、相対的に画像の良 くな

い方のPC-98用 ディスプレイです ら、 これ らと比べ ものにな らない程鮮明な映像を、カラー

の動画で見ることが出来るのである。また、インターフェース増設などでサ ウン ドの入力 ・

再生 も可能になるので、そ うしたマルチメディア ・データを、単に口頭発表や論文化のた

めの前提的な資料 としてではなく、 どのような形で他人に示せば良いのか、本稿2の(1)

で述べたマルチメディアのネ ットワーク的な展開 も併せ、今後本格的に取 り組む必要が あ

るよ うに思 う。

〔付 記 〕本 稿 は 、 日本社 会 学会 第68回 大会(於:東 京都 立 大 学 、1995年9月)で の 筆 者 の 口 頭 発表 「マル チ

メデ ィア 環 境 を利 用 した宗 教 文 化の 調 査」 、 の 内容 に 基づ い て い る。
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注

1)CAQDASに つ い ては 、 Weaver and Atkinson(1994, PP-12-20)参 照 。 なお 、 variableく)riented/case-oriented、

 とい う把 握 の仕 方 を提 唱 したの は 、Ragin(1987).

2)エ ス ノグ ラフィ的 な 調査 と して ここで問 題 とされ る のは、 筆者 が かつ て 議 論 した よ うな(由 谷1991;1994)、

 英 米 圏の 人 類学 にお け る 「新民 族 誌 」派 や それ に関 す る ク リフ ォ ー ドらの一 種 の 知識 社 会 学的 な研 究 も も

 ち ろ ん含 まれ るが 、 米 国の いわ ゆ るシ ンボ リック相 互 作用 論 の 系統 の 社 会 学者 た ち に よる 、 医療 現場 な ど

 で の徹 底 的 な フ ィー ル ドワー クの 方 が 主 で あ ろ う。 例 え ば 、Strauss(1987)参 照 。 ち な み に 、注1)の ウ ィ ー

 ヴァ ー らのCAQDASの 試 み も、 彼 らの結 核病 院 で の エ ス ノグ ラ フィ の た めに 要 請 され た もの で あ る。

3)ネ ル ソ ンの ザ ナ ドウに つ いて は、彼 自身の言 説 も注 目され る が 著 作 が 自費 出版 α)TPに よ る もの ら しい)

 の 為 、 日本 で は入 手 し辛い 。 と りあ えず は 、Nielsen(1995,pp.33-66)の 位 置付 けが ま とま って い る。 また 、

 奥 出(1991,146^-175頁)で は 、ザ ナ ドウを、 デ リダの エ ク リチ ュール 論 と関連 づ ける議 論 が な され て い る。

4)浜 野(1990,151～166頁)、 奥 出(1991,178～196頁)、 西垣(1994,76～83頁)、Nielsen(1995,pp.33-66)参 照 。

5)エ ン ゲル バ ー トも、 ブ ッシュ と同 様 元は 軍 事技 術 者 で 、現 在 は 、 自 ら設 立 したB∞tstrap Instituteの所 長 。

 比 較 的最 近 の彼 の 近 況 を、 『Macworld japan』 誌1994年3月 号(Macintosh生 誕10周 年記 念 特 別 号)、93～

 96頁 のイ ン タヴ ュー 記 事で 知 る こ とが 出来 る。

6)画 像 圧 縮 と伸 張 の 理 念 につ い て は 、江 崎 ・金 子(1993,74～88頁)、 西垣(1994,54～59頁)、 そ の 具 体 的 な 技

 術 や利 用 法 に つい て は 、仁 志(1995,14～49頁)、 な ど参 照。

7)民 生用 で な い 、ハ イ パ ー メデ ィア の 開発 に つ い ては 、 浜野(1990,170頁)参 照 。

8)日 本 の民 俗 宗教 を、様 々な 象徴 の 体 系 と して読 み 解 こ う と した 仕事 として 、第 一 に注 目す べ きな の は、 宮

 家(1989)。

9)質 的 調査 デ ータへ の コン ピュー タ 導入 に 関 して 代表 的 な論 客 の一 人 、RenataTeschも 、 イ ンタ ヴ ュー のデ ー

 タを デ ィ クテ ー シ ョン して テ キ ス ト ・デ ー タに変 換 す る よ うな ソフ トウエア こそ が 求 め られ る、 とい う よ

 うな 意味 の こ とを、 主張 して い る(Tesch 1989, p.152)。

10)「MIDI」 (musical instruments digital interface)は 、1983年 に 日本 の 楽器 会 社 が 中心 とな っ て定 め た、 電

 子 楽 器制 御 の た めの 規格 。

11)も っ と も、静 止 画像 の うち写 真 だ けに つ いて は 、近 年 専 用 の ス キ ャナ ー と、ア ドビ社の 「Photoshop」 の

 よ うな フ ォ ト ・レ タ ッチ ・ソフ トウエア とに よっ て 、 ネ ガか ら相 当高 画 質 の再 現性 で、PC環 境 へ電 子 情

 報 と して把 握 一保 持 が 可 能 とな った。 また 、撮 影 済 ネ ガ を 、似 た よ うな手 順 でCD-ROMに デ ィ ジタル 映

 像 と して焼 きつ け る とい う、 大手 フィ ル ム会 社 のサ ー ヴ ィ ス(か な り高 価)も 、 近 年始 ま っ た。 こ う して

 CD-ROMな ど にデ ィ ジ タル 化 され た写 真映 像 を 、 極 小 サ イ ズ で 複 写 した うえで 、 平面 に整 列 させ た り、

 メモ 書が 出 来 る よ うな 画像 デ ー タベ ー ス も製 品 化 さ れ て い るが 、ネ ル ソン のザ ナ ドウ計 画 の マル チ メデ ィ

 ア 版 の よ うな本 来 の 画像 デ ー タベ ー ス に は、 まだ か な り距 離 が あ る よ うに思 わ れ る。

12)映 像 キ ャプ チ ャ ー ・ボ ー ドにつ い て は 、 近 年 「マ ル チ メデ ィア 」 対応 を 謳 って い るPCハ ー ドウ エ ア

 (AVタ イ プのMacな ど)に は 、 対応 す る ソ フ トウエ ア と共 に内 蔵 され て い る 場 合 が 多い 。 その 場 合 も 、

 本 文 で 以下 述べ る手 順 とほ とん ど同 じ こ とを行 な えば よい。

13)他 のOS供 給 メー カー で は、 IBM社 が 、 OS/2用 にUltimotionを 供 給 して い る(江 崎 ・金 子 〔1993,110～115

 頁 〕参 照)。 しか し、 日本 で は 、 この形 式 に対 応 す る ソ フ トウ エ ア(CD-ROMな ど)が ほ とん ど流布 し

 て い な いた め 、本 稿 で は以 下 の本 文 で の 二つ のみ につ い て 、検 討 す る こ とに した い 。

14)本 稿 執筆 時 点(1995年9月)で は、MS-Windows95の 日本 語 版 は発 売 され て い なか った。

15)VFWの パ ッケ ー ジ版 につ い て は、 仁 志(/995,67～93頁)に よ った。

16)西 垣(1994)の156～160頁 も 、 現在 「マ ルチ メデ ィア ・デ ー タベ ー ス 」 と称 し てい る もの の 多 くが 、 あ る

 タイ トルか ら画像 デ ー タ な どが検 索 で き る よ うに な って い るだ け で 、画 像 そ の もの がデ ー タベ ース 化 さ れ
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 てい る 訳で は な い こ とを 、指 摘 して い る。

17)汎 用 の デ ー タベ ー ス ・アプ リケー シ ョンで 、民 俗 調査 デ ー タの よ うな言 説 を 記録 ・整理 す る にあ た って 、

 この よ うな 性格 が 現 われ る こ とを、 由 谷(1995)で 指 摘 した。
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